


Q. 1

① 収穫器具（ハサミ等）の数量・保管場所の確認

② 喫煙・飲食の場所や時間のルール

③ 帽子・マスク・清潔な作業着の着用、装飾品の着用禁止

次のうち、異物混入の防止の取組に
あてはまるのはいくつあるか？

A．１つ B．２つ C．３つ D．なし



正解は…



解説
注意喚起の掲示

帽子、マスク、清潔なユニフォームの着用

飲食の場所



Q. 2

① 燃料の保管場所は火気厳禁である。

② 施設内では、ネズミやハエ、ハクビシン等の有害生物の

侵入を防止する対策を講じる必要があるが、しつけられ

たペットのイヌならば施設内に入れてもかまわない。

③ すぐに農薬散布に取りかかれるよう、農薬と一緒に防護

服・防除具・農薬マスクをひとまとめにして保管する。

④ トイレの清掃は、気づいたときに行う。

次のうち、正しいものはいくつあるか？

A．１つ B．２つ C．３つ D．４つ



正解は…



解説
★ ほ場やハウスには、ペットを持ち込まない他、野生動物
の侵入を防ぐ措置をとる必要があります。
動物のふん等は農産物の微生物汚染を招く可能性が。
ペットはその毛が出荷物に混入する恐れがあります。

★ 農薬保管庫に防護服・保護具（マスク等）を保管しない。
保管庫内に保護具を保管すると、保護具に農薬成分が
付着する可能性があります。

★ トイレの清掃は、定期的に行いましょう。



Q. 3

① 食品安全を確保できる｡

② 作業者の労働安全を確保できる｡

③ 人権・福祉に配慮した労務管理ができる｡

④ 適切で信頼される農場運営ができる｡

ＧＡＰで取り組むべき事項として正しいのはいくつ
あるか？

A．１つ B．２つ C．３つ D．４つ



正解は…



解説

持続可能な農業生産を目指す！

ＧＡＰの５つの柱

食品安全 環境保全 労働安全
人権保護 農場運営



Q. 4
作業手順がルール化されていれば、誰もが同じ手順でムダなく作
業ができ、もしもの事故が起きたときでも、事前に対応が準備され
ていればパニックにならず迅速に対処できます。一つ一つは難しい
ことではありませんが、それを継続して実践することが大切です。

① 審査 ② 省略 ③ 装飾 ④ 躾（しつけ）

A．① B．② C．③ D．④

このような日常的な取組に「５Ｓ」活動があります。
「整理」・「整頓」・「清掃」・「清潔」と残りの一つで最も適しているのは？



正解は…



解説
★ ５Ｓとは、整理・整頓・清掃・清潔・躾 の頭文字をとったものです。

★ 躾とは「４Ｓ活動が習慣化し維持され、全員にしっかりルールが当
たり前に守られている状態」。

★ ５Ｓは単なる美化活動ではありません。
目的：「安全」「効率的」「快適」な職場をつくること
→ 自分たちでルールを決めて、それをきっちり守っていくこと

で初めて実現します。



★ GAPの本質は、農場管理におけるリスク管理！

★ 食品安全・労働安全・環境保全などを脅かす危害を未然に
防ぐため、みんなでルールを決めて守っていく！

・普段当たり前に行っているところにも、もしか
したら問題があるかもしれません。
→かつてヒヤッとしたことはなかったか？問題はなかったか？
どんなリスクが考えられるか？

・普段のやり方を改めて考え直してみると、より働きやすい
職場につながっていきます。

★ 問題（BAP）に気づくことから改善が始まる！

…でも、問題って例えばどういうところにあるの？

GAPの本質

問題に気づく
着眼点



みんなで考えてみよう！



Q. 5
この写真から何か問題は考えられるでしょうか？
問題があるとしたら、どうするのが良いと思いますか？

答えは一つではありません！



例えば…

ハサミを地面に直置きすることで汚染し、異物混入の原因になる。

気づかずに踏んでケガをする恐れがある。

→直置きしない。作業を中断するときでも、置き場を決めてきちんと戻す。



お疲れさまでした！

みんなの気づきでＢＡＰを改善し、
農場管理をＧＡＰにしていきましょう！


